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松田会頭

松
田
会
頭
、潜
在
成
長
率
を
引
上
げ
る

為
の
主
要
な
取
組
３
点
を
述
べ
る
！

通
常
議
員
総
会
開
催

平
成
三
十
年
度

１
．
６
％
、
今
年
に
入
り
、
1
月
～
3

月
期
で
は
マ
イ
ナ
ス
０
．
２
％
と
下
方

修
正
さ
れ
、
一
服
感
が
出
て
お
り
ま
す

が
、
全
般
的
に
は
、
個
人
消
費
の
動
き

に
未
だ
力
強
さ
を
欠
く
も
の
の
、
デ
フ

レ
と
い
う
異
常
事
態
か
ら
は
脱
却
し
た

の
で
は
な
い
か
と
想
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
も
国
内
も
、
混

乱
す
る
政
治
と
先
行
き
に
ゆ
れ
る
経

済
が
両
立
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、

我
々
は
、
様
々
な
不
安
を
認
識
し
つ
つ

も
、
こ
う
し
た
状
態
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
（
新
常
態
）
と
し
て
冷
静
に
受
け
止

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
デ
フ
レ
と
い
う
危
機
的
な
経

済
状
況
を
脱
し
た
今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で

の
や
り
か
た
と
は
異
な
る
、
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
の
政
策
が
、
国
に
お
い
て
も
、

津
山
市
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
や
地
方
経
済
の
最
大

の
課
題
は
、
経
済
の
成
長
す
る
力
、
す

な
わ
ち
潜
在
成
長
率
の
引
き
上
げ
で
あ

り
ま
す
。

　

世
界
は
今
、
北
朝
鮮
や
中
東
シ
リ
ア

な
ど
に
お
け
る
地
政
学
上
の
リ
ス
ク
と
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
関
税
引
き
上

げ
を
は
じ
め
と
す
る
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
の
動
き
な
ど
、
様
々
な
不
安
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
安
定
な
状
況
の
中
で
あ

り
ま
す
が
、
世
界
経
済
は
堅
調
に
推
移

し
て
お
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
れ
ば
、
世
界

経
済
の
成
長
率
は
昨
年
の
３
．
７
％
か

ら
２
０
１
８
年
は
３
．
９
％
へ
、
さ
ら

に
伸
び
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
内
に
目
を
転
じ
る
と
、

国
会
は
、
森
友
、
加
計
問
題
で
紛
糾
し

機
能
不
全
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
が
、
経

済
で
は
、
昨
年
の
10
月
～
12
月
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
速
報
値
で
は
、
年
率
換
算
で
実
質

　

国
レ
ベ
ル
で
１
％
を
よ
う
や
く
超
え

た
潜
在
成
長
率
、
津
山
地
域
で
は
０
％

に
と
ど
ま
る
こ
の
潜
在
成
長
率
を
引
き

上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
、
生

産
性
の
向
上
、
働
き
方
改
革
、
設
備
投

資
の
促
進
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
政

策
を
、
我
々
が
確
実
に
実
行
し
、
持
続

的
な
成
長
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

同
時
に
、
経
済
成
長
の
実
を
あ
げ
る

た
め
に
は
、
人
口
減
少
で
、
地
域
が
縮

小
し
て
も
、
経
済
界
が
一
丸
と
な
っ
て
、

連
携
し
、
生
産
性
の
向
上
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、
地
域
は
豊
か
に
な
る
こ
と
を
、

地
域
全
体
の
共
通
認
識
と
し
て
意
識
づ

け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
政
治
の
本
気
度
に

か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

政
策
メ
ニ
ュ
ー
は
、
国
や
全
国
の
事

例
を
見
れ
ば
出
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

あ
と
は
ど
の
よ
う
に
政
策
を
組
み
立
て

て
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
実
行
に
移
す

か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
か
ら
若
者
へ
の
資
源
配
分
を

シ
フ
ト
さ
せ
る
政
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

政
策
の
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
効

果
が
、
経
済
の
活
性
化
と
好
循
環
へ
繋

が
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
行
政
運
営
を
、

津
山
市
に
引
き
続
き
力
強
く
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
我
々
は
、
具

体
的
に
何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
主
要
な
取
り
組
み
を
3
点
、

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
生
産
性
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
地
域
社
会
に
あ
っ
て
、
地

域
を
発
展
さ
せ
る
最
重
要
の
対
策
が
、

生
産
性
の
引
き
上
げ
で
す
。

　

我
々
は
、
こ
れ
か
ら
深
刻
な
人
手
不

足
に
直
面
し
ま
す
。
そ
し
て
、
人
手
不

足
は
、
個
別
企
業
を
、
生
き
残
り
を
か

け
た
競
争
に
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
多
様
な
分
野
で
の
生
産
性

向
上
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
省
力
化
に

向
け
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
な

ど
に
果
敢
に
取
り
組
む
た
め
、
新
国
際

ホ
テ
ル
に
次
ぐ
第
2
の
矢
と
し
て
、
新

産
業
総
合
会
館
の
新
築
整
備
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

情
報
、
金
融
、
労
働
分
野
を
併
設
、

未
来
の
総
合
産
業
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
実
装
し
、

会
員
事
業
者
の
生
産
性
向
上
を
強
力
に

支
援
す
る
体
制
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
官
民
を
挙
げ
て
、
労
働
投
入

量
の
増
大
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

女
性
活
躍
や
高
齢
者
の
労
働
参
加
を

加
速
さ
せ
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
15
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
生
産

人
口
が
さ
ら
に
急
速
に
減
少
す
る
た
め
、

女
性
や
高
齢
者
の
就
労
が
増
え
て
も
、

現
状
の
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
の
中
で

は
、
労
働
力
の
減
少
は
続
い
て
い
き
ま
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総会の様子

　

ま
た
、
総
会
前
に
は
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
事
業
助
成
金
」
の
交
付
決
定

通
知
書
授
与
式
が
あ
り
、

①
津
山
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
未
来
へ

の
２
団
体
に
会
頭
、
経
営
労
働
対
策
委

員
長
よ
り
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
（
木
）、
津
山
国
際
ホ
テ

ル
に
於
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平

成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
決
議
事
項
で
常
議
員
の
選
任
が

あ
り
、
左
記
の
５
名
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

す
。

　

そ
の
た
め
、
外
国
人
の
活
用
を
本
格

的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

差
し
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
、
国
へ

要
望
す
る
と
と
も
に
、
津
山
市
に
対
し

て
も
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
向

け
て
、
具
体
的
な
対
策
へ
動
く
よ
う
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
は
、
各
地
域
の
再
生
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
我
々
企

業
の
活
動
の
場
で
あ
り
ま
す
。

効
率
的
で
景
観
の
優
れ
た
地
域
は
、
地

域
住
民
を
元
気
に
し
ま
す
し
、
企
業
活

動
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
で

す
。

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
は
、
今
年
で
５
か
年
計
画

の
４
年
目
に
入
り
ま
す
。
各
地
で
好
事

例
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
も
の
の
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
ま
で
の
結

果
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

津
山
市
に
お
い
て
も
言
葉
ば
か
り
が

先
行
し
て
上
滑
り
し
て
い
る
状
況
が
続

い
て
お
り
、
商
工
会
と
商
工
会
議
所
で

異
な
っ
た
事
業
を
さ
せ
た
り
、
本
来
行

政
が
や
る
べ
き
こ
と
を
放
置
し
て
、
民

間
に
任
せ
れ
ば
効
果
的
に
成
果
が
出
る

ソ
フ
ト
事
業
ば
か
り
に
手
を
出
し
て
い

る
、
そ
ん
な
事
例
が
目
に
つ
き
ま
す
。

厳
し
く
い
え
ば
、
政
策
に
一
貫
性
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
は
、
農
林
資
源

の
活
用
や
観
光
振
興
は
も
と
よ
り
、
国

道
53
号
の
高
規
格
化
な
ど
の
よ
う
な
、

単
市
だ
け
で
は
完
成
し
な
い
・
効
果
が

出
な
い
、
重
要
な
社
会
資
本
整
備
も
あ

り
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
津
山
商
工
会
議
所
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
民
間
の
知
恵

と
創
意
工
夫
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
地

域
の
振
興
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
あ
ら
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
富
山
県
の
氷ひ

み見
商
工
会
議

所
で
は
、
地
域
の
デ
ー
タ
分
析
を
も
と

に
、
市
民
へ
地
産
地
消
の
重
要
性
の
理

解
を
求
め
、
地
元
で
の
消
費
を
促
し
、

地
域
内
の
経
済
循
環
に
結
び
付
け
て
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　

氷ひ

み見
商
工
会
議
所
が
行
っ
て
い
る
こ

う
し
た
取
組
は
、
会
議
所
が
民
間
活
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
努
力
に
よ
っ
て
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
好
事
例
で
あ
り
ま
し
て
、
津
山
で
も

是
非
と
も
広
げ
て
い
き
た
い
取
組
で
あ

り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
津
山
市
に
対
し
ま
し

て
、
果
断
な
政
策
の
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
求
め
て
働
き
か
け
を
強
め
て
い
き

ま
す
。

　

本
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
、

明
治
11
年
に
東
京
、
大
阪
、
神
戸
で
商

工
会
議
所
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
１
４
０

年
目
に
あ
た
り
、
ま
た
、
津
山
商
工
会

議
所
は
今
年
で
88
年
、
人
間
で
言
え
ば

米
寿
の
佳
節
に
あ
た
り
ま
す
。

　

東
京
商
工
会
議
所
の
創
設
者
で
あ
り

ま
す
、
渋
沢
栄
一
卿
は
、
利
益
の
追
求

を
目
的
と
す
る
企
業
は
、
公
益
に
も
心

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

「
公
益
と
私
益
の
調
和
」を
唱
え
ま
し
た
。

　

こ
の
理
念
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
受

け
継
が
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
、
商
工

会
議
所
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
り
続
け

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
成

長
と
地
域
社
会
と
の
共
生
を
基
軸
に
、

地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
、
商
工
会
議
所
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
、
平
成
の
元
号
も
変
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
に
向
け
て
、

皆
様
と
と
も
に
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
お
願
い
し
て
、
私
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

・
㈱
ナ
ン
バ

　
　
　
　
難
波
　
賢
治 

氏

・
㈱
廣
陽
本
社

　
　
　
　
廣
野
　
貴
大 

氏

・
エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱
津
山
工
場

　
　
　
　
二
川
　
賢
哉 

氏

・
㈱
環
光

　
　
　
　
吉
田
　
縉
史 

氏

・
ク
リ
ナ
ッ
プ
㈱

　
　
　
　
渡
辺
　
敬
三 

氏



税
制
対
策
委
員
会

　
委
員
長

津
山
宇
部
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役 小  

原  

卓  

也

企
業
紹
介

　

税
制
対
策
委
員
会
で
は
、
地
域
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
意
見
を
集
約
し
、

日
本
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
企
業
の
生
産

性
向
上
や
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制

改
正
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
直
近
で

は
設
備
投
資
に
対
す
る
特
別
償
却
や
固
定

資
産
税
の
減
免
特
例
、
事
業
承
継
時
の
贈

与
税
・
相
続
税
の
軽
減
措
置
、
従
業
員
の

給
与
を
ア
ッ
プ
し
た
場
合
の
法
人
税
の
控

除
等
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
税
制
措
置
を
会
員
企

業
の
皆
様
に
周
知
す
る
こ
と
も
当
委
員
会

の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
来
年
の
10
月
に

は
消
費
税
率
10
％
と
軽
減
税
率
の
導
入
も

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、専
門
家
相
談

等
を
利
用
し
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

中
小
企
業
に
有
利
な
税
制
を
活
用
し
、
節

税
や
経
営
力
強
化
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

第
30
期
新
委
員
長

　

津
山
宇
部
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

は
、
昭
和
46
年
６
月
に
、
津
山
市
二
宮
に

第
１
号
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
、
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
来
47
年
間
『
技
術
・
信
用
』
を
社
是
と
し
、

安
心
で
安
全
な
社
会
基
盤
整
備
作
り
の
た

め
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
創
業
当
時
、
県
北
地
区
で
は
め
ず
ら

し
く
て
、
重
宝
さ
れ
、
美
甘
・
新
庄
そ
し

て
遠
く
は
倉
吉
・
三
朝
ま
で
出
荷
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
生
コ
ン
車
に
は
エ

ン
ジ
ン
が
二
つ
着
い
て
い
て
、
走
行
用
と
、

ド
ラ
ム
回
転
用
と
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
全
国
の
生
コ
ン
産
業
で
は
、
生

コ
ン
総
出
荷
量
は
過
去
最
低
の
水
準
で
推

移
し
て
い
て
、
２
０
１
７
年
度
は
２
０
０

０
年
度
比
約
55
％
、
生
コ
ン
工
場
数
で
も

約
70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津
山
美
作
圏

域
の
状
況
も
、
全
国
と
同
様
の
状
況
下
に

あ
り
、
業
界
と
し
て
も
先
行
き
を
危
惧
し

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
通
称
生
コ
ン
と

呼
ば
れ
、
現
在
日
本
に
お
い
て
、
建
築
土

木
用
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、

　
津
山
宇
部
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

株
式
会
社

小 原 卓 也　委員長

津山宇部生コンクリート 株式会社

【会社データ】

バッチャープラント操作盤

アジテータートラック

ほ
と
ん
ど
生
コ
ン
の
形
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
コ
ン
は
、
製
造
工
場
に
お
い
て
セ

メ
ン
ト
・
骨
材
・
混
和
剤
・
水
等
の
原
材

料
を
混
合
し
て
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
原
材
料
の
配
合
、
計
量
、
混
練
り
、

積
み
込
み
等
の
管
理
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
制
御
さ
れ
、
全
て
自
動
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
コ
ン
は
、
経
済
産
業
省
所
管
の
日
本

工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
基
づ
い
て
、
登

録
認
証
機
関
に
認
証
を
受
け
て
か
ら
初
め

て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
を
表
示
で
き
る
制
度
の

下
、
出
荷
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
、

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

呼
ば
れ
、「
整
備
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
造
設
備
を
持
つ
工
場
で
製
造
さ
れ
、
施

工
現
場
に
配
達
さ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｉ
Ｓ
製
品
は
、
出
荷
さ
れ
る
と
き
に
そ
の

品
質
、
規
格
等
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
生
コ
ン
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状
態
で

ユ
ー
ザ
ー
に
納
入
し
、
硬
化
し
た
後
（
28

日
後
）
に
ど
の
程
度
の
圧
縮
強
度
が
得
ら

れ
る
性
能
の
生
コ
ン
で
あ
る
か
を
、
商
品

と
し
て
の
強
度
保
証
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
原
材
料
、
製
造
設

備
、
製
造
工
程
、
運
搬
等
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
厳
し
い
規
格
、
規
定
を
設
け
て
、
日

常
の
品
質
管
理
を
適
正
に
行
い
、
品
質
の

維
持
及
び
信
頼
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
外
部
の
検
査
と
し
て
、
年
に

一
度
の
生
コ
ン
工
業
組
合
に
よ
る
品
質
管

理
監
査
、
３
年
に
一
度
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
登
録
認

証
機
関
に
よ
る
維
持
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表
示
許
可
工
場
と
し
て

の
責
務
を
は
た
し
、
品
質
の
向
上
、
安
定

供
給
を
目
標
と
し
て
、
今
後
と
も
精
進
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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↑
・
平
成
何
年
度　

と
い
う
の
は
省
く

　

・
及
び
何
々
と
い
う
の
も
２
行
に
分
け
る

 8/4・5

 8/14・15  8/3

定例法律相談　　　（要予約）

 8/1

定例税務相談・定例労務相談
　　　　　　　　　（要予約）

 8/7

定例経営相談・定例登記相談・
定例 IT 相談　　　　（要予約）

 8/6

定例特許相談　　　（要予約）

●無料専門家相談

 8/6

 8/1

津山納涼ごんごまつり IN 吉井川

津山商工会議所閉所日

美作国商工団体連絡協議会 総会

常議員会

●会議スケジュール

●お知らせ

 毎週月曜日

13：00～20：00（要予約）

●よろず支援拠点

中 小 企 業 診 断 士   小谷隆二氏  他

 7/14

第82回リテールマーケティング（販売士）
検定試験　施行

 8/5
第２回珠算下級・暗算検定試験 施行

●検定情報

インフォメーション ７月〜８月

会員紹介
平成30年７月１日現在　総会員数　　　　　件2,294
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